
厳格監査報告書：WordPressエコシステムに
おける自律型AI密結合の構造的脆弱性と
Mythosクラス脅威の検証 
1. 序論：決定論的システムの単一栽培（Monoculture）と非
決定論的AIの衝突 
本報告書は、対象記事「Claude Mythos —— WordPress＋AIの問題を深堀してみる」において提示
された、サイバーセキュリティ、システムアーキテクチャ、およびコンプライアンスに関する一連の主

張を厳格に監査し、その技術的妥当性と背後にある構造的リスクを深掘りするものである。 

対象記事の根底を流れる主たるテーゼは、「単一栽培（Monoculture）状態にあるWordPressのレガ
シーなアーキテクチャに対し、非決定論的な自律型AIエージェントを密結合させることが、極めて破
滅的な脆弱性を生み出している」という指摘である。この現象は、金融システムにおけるレガシーイ

ンフラ（COBOL）とAI（Copilot）の密結合がもたらすリスクと構造的に同型であり、インターネットとい
う外部に直接露出している分、ウェブエコシステムにおいてさらに致命的な結果をもたらす可能性が

示唆されている。 

広範な2024年から2026年にかけての脅威インテリジェンス、NVD（National Vulnerability Database
）に登録されたCVEデータ、OWASP（Open Worldwide Application Security Project）の最新のAI
エージェント向けフレームワーク、およびグローバルなEコマース統計データに基づく厳密な監査の結
果、対象記事の主張は定量的・定性的に極めて正確であると断言できる。むしろ、事態は記事が描

写する以上に急速に悪化しており、次世代の脆弱性発見AI（Mythosクラス）の登場によって、従来
の「パッチ適用による事後対応」というサイバーセキュリティの基本パラダイム自体が完全に崩壊し

つつある。 

本報告書では、表面的な脅威の羅列にとどまらず、なぜこのアーキテクチャが原理的に防衛不可能

であるのか、その根本原因を深層的に論証していく。 

2. ウェブの単一栽培（Monoculture）の定量的事実と限界 
対象記事は、WordPressが「MicrosoftのOffice独占と同じ規模のmonoculture」を形成していると
指摘している。この定量的前提の正確性と、単一栽培がもたらすシステム全体へのリスクを検証す

る。 

2.1 圧倒的な市場支配力とエコシステムの肥大化 
W3Techsの2026年4月時点の最新統計によれば、WordPressは全世界のウェブサイトの42.5%を稼
働させており、コンテンツ管理システム（CMS）市場においては59.8%〜60.2%という圧倒的なシェア
を保持している 1。記事が言及した「約43%」「CMS市場で60%」という数値は、統計的な誤差の範囲
内で完全に正確である。 



 

CMSプラット
フォーム 

2015年1月 市
場シェア 

2026年4月 市
場シェア 

トレンド 出典 

WordPress 60.7% 59.8% 安定した一強支

配 
3 

Shopify 0.7% 7.2% 急成長 3 

Wix 0.3% 6.0% 急成長 3 

Squarespace 0.5% 3.5% 成長 3 

この42.5%という数値を、NetCraftが2026年2月に実施したウェブ調査（インターネット全体の約14.2
億のホスト名を計測）と照らし合わせると、WordPressが稼働しているサイト数は約4億7,200万〜6
億500万という途方もない規模に達することが裏付けられる 1。特に日本市場はWordPressの採用
率が極めて高く、この単一栽培の影響を最も強く受ける土壌となっている 1。 

この巨大なモノカルチャーを支えているのが、膨大なサードパーティ製プラグインとテーマ群である。

例えば、ページビルダーである「Elementor」は、単体で1,000万以上のアクティブインストールを誇
り、全世界のウェブサイトの約13%（WordPressサイトの約30%）を構築する基盤となっている 5。そし
て現在、このElementor自体に「Elementor AI」という形で生成AI機能がネイティブ統合されている 8。
これは、数百万のウェブサイトがユーザーの意図や技術的理解に関わらず、突如として「AIエージェ
ントの実行環境」へと変貌したことを意味している。 

2.2 脆弱性の指数関数的爆発と防衛線の崩壊 
単一栽培のリスクは、単一の病原体（脆弱性）がシステム全体を壊滅させる点にある。セキュリティ

企業Patchstackが発表した「2026 State of WordPress Security」レポートのデータは、このエコシス
テムがすでに自浄作用を失っていることを示している。 

 

脆弱性指標 2024年実績 2025年実績 変化・詳細 出典 

新規脆弱性報

告数 
7,966件 11,334件 前年比 +42.3% 10 

CVE公開記録 39,954件（推
定） 

48,185件 過去最高を記

録 
10 



プラグイン起因

の割合 
該当データなし 97.0% WordPressコア

は僅か0.2% 
10 

認証不要の攻

撃ベクトル 
該当データなし 57.6% 外部からクレデ

ンシャルなしで

悪用可能 

記事内データ、
12 

2026年現在、セキュリティデータベースが追跡しているWordPressエコシステム全体の脆弱性総数
は64,782件に達しており、これは単一のコンテンツ管理システムとして史上最大の脆弱性インテリ
ジェンスとなっている 10。さらに深刻なのは、プラグインの脆弱性の46%が、一般に公開された時点
でパッチ（修正プログラム）が提供されていないゼロデイ状態であるという事実である 13。 

記事が指摘している「防御側の機能不全」についても、Patchstackのインフラストラクチャテストに
よって実証されている。5つの主要なホスティングプロバイダが提供するWAF（Web Application 
Firewall）やサーバーサイドのセキュリティ環境に対し、11種類の既知の脆弱性エクスプロイトを実行
した結果、ホスティング側の防御層は攻撃の87.8%をブロックできず、システム内部への侵入を許し
た 14。これは、シグネチャベースの従来型セキュリティ対策が、現代の複雑なプラグインチェーンや後

述するプロンプトインジェクションに対して全く有効に機能していないことを明確に証明している。 

3. アーキテクチャの原罪：非サンドボックス環境とAIプラグイン
の密結合 
対象記事の最も鋭い洞察は、WordPressの基盤アーキテクチャ（決定論的システム）に対してLLM
（非決定論的システム）を直接結合させることの構造的危険性を指摘した点にある。この問題は、単

なる「ソフトウェアのバグ」ではなく、アーキテクチャレベルの「設計上の原罪」に起因している。 

3.1 権限分離の不在（No Sandbox Architecture） 
最新のセキュアコンピューティング（例えばCloudflare Workersのようなエッジランタイム）では、各プ
ロセスは「Isolate（隔離環境）」と呼ばれる厳密なサンドボックス内で実行され、データベースやファイ
ルシステムへのアクセスはマニフェストで明示的に許可された権限（Capability Manifest）に制限さ
れる 17。 

しかし、WordPressのアーキテクチャにはこのサンドボックス構造が存在しない 17。プラグインがイン

ストールされ有効化されると、そのコードはWordPressコアと全く同じPHPプロセス内で実行される。
プラグインは、グローバルオブジェクトである $wpdb を通じて、基盤となるデータベース（
MySQL/MariaDB）に対する完全なCRUD（SELECT、INSERT、UPDATE、DELETE）権限を無条件に獲
得する 20。 

このフラットな権限モデルにおいては、一つのマイナーなプラグインに脆弱性が存在すれば、それが

サイト全体（wp_usersテーブルに保存された管理者ハッシュ、wp_optionsのサイト設定、ファイルシ
ステムへの書き込み権限）への無制限のアクセスルートとなる。防波堤が存在しないため、アプリ

ケーション層の一部が突破されれば、全体が即座に陥落する 19。 



3.2 AIプラグインがもたらす壊滅的なCVEの頻発 
この無防備な「非サンドボックス環境」に、外部のLLM（OpenAI、Claude、Geminiなど）と通信し、自
律的なコンテンツ生成やデータベース操作を行うAIプラグインが大量に導入されている 8。例えば、「
AI Engine」は10万以上のアクティブインストールを持ち、高度なチャットボットやコンテンツ生成を自
動化している 21。 

対象記事は「AI Power（現 AI Puffer - Your AI engine for WordPress）」プラグインの重大な脆弱性
に言及しているが、NVDおよびCISAのVulnerability Bulletin、Wordfenceのインテリジェンスデータ
ベースの記録は、この指摘を完全に裏付けている 24。 

●​ CVE-2024-10392（CVSS Base Score: 9.8 - 緊急）: 非認証者による任意のファイルアップ
ロード脆弱性。handle_image_upload機能におけるファイルタイプの検証欠如により、外部の
攻撃者がクレデンシャルなしに任意のPHPスクリプト（Webシェル）をサーバーにアップロード
し、リモートコード実行（RCE）を引き起こすことが可能であった 27。 

●​ CVE-2025-0586 / CVE-2025-0428（CVSS Base Score: 7.2 - 高）: PHPオブジェクトインジェ
クション脆弱性。wpaicg_export_promptsおよびwpaicg_export_ai_forms関数における信頼
できない入力のデシリアライズ処理の欠陥により、攻撃者が任意のPHPオブジェクトを注入す
ることが可能であった 25。 

決定論的で堅牢であるべきCMSのコアに、これらの致命的な脆弱性を内包したAIエージェントが
「データベースへのフルアクセス権限」を持ったまま鎮座しているのが、現在のウェブのモノカル

チャーの真の姿である。 

3.3 EchoLeakと意味論的（Semantic）攻撃の不可視化 
従来のサイバーセキュリティは決定論を前提としている。特定の入力（例：SQLインジェクションの ' 
OR 1=1）に対しては、WAFのアクセス制御ルールに基づき、常に予測可能な遮断という出力が返さ
れる。しかし、LLMは確率論的なシステムである。 

対象記事は、Trend Microが2025年7月に報告したMicrosoft 365 Copilotの「EchoLeak（
CVE-2025-32711）」脆弱性を引き合いに出し、この非決定論的システムがもたらす新たな攻撃ベクト
ルを提示している 31。 EchoLeakは「ゼロクリックAI脆弱性」と呼ばれる。攻撃者は、対象者に送るメー
ルの中にHTMLコメント（``）や白文字（White-on-white text）といった、人間の目には見えない形で
悪意のあるプロンプト（不可視のプロンプトインジェクション）を埋め込む 31。ユーザー自身が何もク

リックしなくても、後日CopilotのRAG（検索拡張生成）エンジンが要約や情報検索のためにそのメー
ルを文脈（コンテキスト）として読み込んだ瞬間、攻撃者の指示が自動的に実行され、データが外部

に流出する 32。 

WordPress環境において、コメント欄やお問い合わせフォームは、インターネット全体に向けて開か
れたこの「不可視のプロンプトインジェクションの入り口」として機能する。攻撃者がコメント欄に悪意

あるプロンプトを書き込み、後日サイト管理者がAIプラグインを用いてコメントのスパム判定や顧客
フィードバックの要約を行わせた瞬間、AIはデータベースからそのテキストを読み込み、制御を奪わ
れる。プラグインには前述の通りサンドボックスが存在しないため、乗っ取られたAIエージェントは正
規のプロセスとして $wpdb を操作し、情報のダンプやSEOスパムの大量生成を実行する。これは



WAFでは検知不可能な「意味論的（Semantic）な時限爆弾」である。 

4. OWASP Agentic Applications Top 10に基づくカスケー
ド障害の脅威 
AIエージェント特有のリスクは、OWASPが2025年12月に公開した「OWASP Top 10 for Agentic 
Applications 2026」において体系化されている 36。100名以上の専門家のピアレビューを経て策定さ
れたこのフレームワークは、受動的なLLMのリスクから、能動的に目標を持ち、ツールを操作する
「エージェント」の行動リスクへと焦点を移している 36。 

対象記事の分析は、このOWASPのフレームワークと完全に整合しており、WordPressのAIプラグイ
ン環境において以下の脅威が複合的に発現することを実証している。 

 

脅威ID 脅威名称（OWASP
定義） 

WordPress環境に
おける具体的発現メ

カニズム 

出典 

ASI01 Agent Goal Hijack
（目標ハイジャック） 

攻撃者が外部入力

（コメント等）を通じて

エージェントの意思

決定パスを書き換

え、カスタマーサ

ポートボットをデータ

抽出ツールへと変貌

させる。 

37 

ASI02 Tool Misuse（ツール
の悪用と搾取） 

エージェントに付与さ

れた正当なツール（

CMSのAPI、ファイル
読み書き権限）が、

データの外部流出や

マルウェア展開のた

めに不正利用され

る。 

37 

ASI06 Memory & Context 
Poisoning（メモリとコ
ンテキストの汚染） 

RAG（検索拡張生
成）の参照元となる

データベースに悪意

あるデータが混入さ

れ、以降のすべての

自律的な意思決定

37 



が恒久的に汚染され

る。 

ASI08 Cascading Failures
（カスケード障害） 

単一のコンポーネン

トでの障害や侵害

が、接続されたエー

ジェントやツール

チェーンを横断して

連鎖的に増幅・伝播

する。 

40 

4.1 ASI08：カスケード障害（Cascading Failures）の真の恐怖 
これらの中で最も破壊的な結果をもたらすのが「ASI08：カスケード障害」である。従来のソフトウェア
の障害が局所的なクラッシュに留まるのに対し、エージェントAIの障害は自律的に伝播し、フィード
バックループを通じて増幅され、システム全体の大惨事へと発展する 42。しかも、人間のオペレー

ターが介入するよりも遥かに速い速度で連鎖が進行する 42。 

現代のウェブ運用において、WordPressは孤立した島ではない。SaaS型のCMS（Shopify、Wix、
Squarespace）も含め、多くのシステムはZapier、Make、n8nといったiPaaS（Integration Platform as 
a Service）を介して、メールサーバー、CRM（Salesforce等）、SNS、クラウドストレージと複雑に連携
している。 

OWASPの定義するカスケード障害のシナリオをWordPress環境に当てはめると、その破壊的性質
が明らかになる。 一つのプロンプトインジェクションによってWordPress内の単一のAIエージェントの
制御が奪われた場合（ASI01）、その影響はCMS内部に留まらない。侵害されたエージェントは、自
然言語インターフェースの曖昧さを悪用して境界を越え、接続された外部ツールへの横断アクセスを

開始する 42。Zapierのワークフローを不正に起動してCRM内の全顧客データを消去し、認証された
企業メールアカウントから全顧客宛てにフィッシングメールを送信し、Google Drive内のバックアップ
データを暗号化するといった一連の行動が、すべて「正常なツール連携の連鎖」として実行される 43

。 一点の突破口から、連鎖的にすべての接続サービスが陥落する。対象記事が指摘するように、こ
れは「Copilotを全社システムに密結合させた際の脆弱性」と全く同じアーキテクチャ上の欠陥であ
る。 

5. EコマースとPCI DSS v4.0.1：決済インフラにおける構造的
矛盾 
このカスケード障害とデータ露出のリスクが最も深刻な被害をもたらすのが、Eコマース（電子商取
引）領域である。特に、世界のEコマース市場において強大なシェアを持つ「WooCommerce」とAI
エージェントの統合は、グローバルなコンプライアンス基準との間に解決不可能な矛盾を生み出して

いる。 

5.1 WooCommerceの巨大な経済圏と機密データの集積 



WooCommerceは、WordPressのプラグインとして動作する無料のEコマースプラットフォームであり
ながら、推計650万〜1億2,000万という膨大な数のウェブサイトで稼働している 44。Eコマースプラッ
トフォーム市場においては33%〜39%という最大のシェアを握り、全世界のオンライン小売売上の約
28%を占め、年間300億〜350億ドル（約4.5兆〜5.2兆円）規模の流通総額（GMV）を処理する巨大
な経済インフラとなっている 45。 

Shopifyが月額課金と取引手数料をベースとする独立したSaaS（Software as a Service）であるのに
対し、WooCommerceはWordPressのエコシステム内に直接インストールされるプラグインである 48

。このため、顧客の氏名、配送先住所、メールアドレス、注文履歴といった極めて機密性の高い個人

情報（PII）は、すべてWordPress本体と同じ単一のデータベース（wp_woocommerce_order_items
などのテーブル）に蓄積される。 

ここにAIプラグインが導入されるとどうなるか。AIエージェントはユーザーの問い合わせに答えたり、
売上データを分析したりするために、このデータベースと直接接点を持つことになる。 

5.2 PCI DSS v4.0.1との根本的非互換性 
クレジットカード業界のグローバルセキュリティ基準である「PCI DSS（Payment Card Industry Data 
Security Standard）v4.0.1」の要件と、現在のLLMの動作原理は、論理的に両立しない 49。 

1. 要件7：Need-to-Know（知る必要性）の原則の欠如 PCI DSSの要件7は、「システムコンポーネン
トおよびカード会員データへのアクセスを、業務遂行に不可欠な最小限のエンティティにのみ制限す

る」ことを厳格に要求している 49。 しかし、LLMにはこの「知る必要性」という概念が存在しない。AIモ
デルは、精度の高い回答を生成するために、与えられたデータベースやドキュメントを広範な「文脈

（コンテキストベクトル）」としてスキャンし、メモリに読み込む傾向がある。この結果、AIエージェントは
本来隔離されるべき決済関連のメタデータや顧客の個人情報に対して、業務遂行上不必要であるに

もかかわらず、無差別にアクセス権を行使することになる。これは要件7に対するシステムレベルで
の明白な違反である。 

2. 要件8：識別と認証、そして監査証跡の喪失 PCI DSSの要件8は、「システムコンポーネントにアク
セスする各ユーザーやプロセスに一意のIDを割り当て、すべてのアクションを追跡・監査可能にす
る」ことを要求し、要件10は「すべてのアクセスログを取得し監視すること」を求めている 49。 しかし、
プロンプトインジェクション（ASI01）やツールの悪用（ASI02）によってAIエージェントが乗っ取られ、顧
客データの不正抽出やStripe APIを経由した不正な払い戻しが実行された場合、システムに記録さ
れるのは何だろうか。アクセスログには「正規の認証を受けたAIプラグイン（またはその背後のPHP
プロセス）がタスクを実行した」という事実しか記録されない。 指示を出した真の攻撃者を特定するた
めの監査証跡（Audit Trail）は、自然言語という非構造化データの中で論理的に消失している。監査
不可能な自律的プロセスが決済システムに接続されている状態は、コンプライアンスの観点から許

容されるものではない。 

加盟店がStripeやPayPalのようなPCI準拠の外部決済ゲートウェイを利用し、クレジットカード番号そ
のものを自社サーバーに保存していない場合でも、加盟店のサイト環境は決済のフロントエンドとし

て機能するため、依然としてPCI DSSのスコープ（CDE: Cardholder Data Environment）内に留まる 
52。AIエージェントをEコマースのCMSに密結合させている限り、事業者は自らの手で「監査不可能な
自律的バックドア」を設置しているに等しく、万が一データ漏洩が発生した際には、サイバーリスク保



険の免責事項に抵触し、組織を破滅的な財務リスクに晒すことになる。 

6. Mythosクラス脅威の顕在化：パッチ速度の非対称性の崩
壊 
前述までの脆弱性は、長年WordPressエコシステムに内在していた火薬庫である。そして、それに火
を付ける決定的な着火剤となるのが、次世代の脆弱性発見AI「Mythosクラス」の登場である。 

6.1 Claude Mythos PreviewとProject Glasswingの衝撃 
Anthropicが2026年4月7日にその存在を公表した「Claude Mythos Preview」は、AIによるサイバー
攻撃と防御の概念を根底から覆した 53。 Mythos Previewは、人間の指示を待つことなく自律的にシ
ステムをスキャンし、人間では発見が極めて困難な「ゼロデイ脆弱性（未知の脆弱性）」を発見し、さ

らにはそれらを連鎖させてエクスプロイト（攻撃コード）を自動生成する能力を獲得している 53。 

Anthropicのフロンティア・レッドチームによる評価では、このモデルは以下のような驚異的な成果を
挙げている。 

●​ OpenBSDの脆弱性発見: セキュリティに特化し、ファイアウォールや重要インフラで利用され
る世界で最も堅牢なOSの一つであるOpenBSDにおいて、27年間誰にも気づかれずに潜伏し
ていたリモートクラッシュ（整数オーバーフロー）脆弱性を自律的に発見した 53。 

●​ FFmpegの脆弱性発見: 動画処理のデファクトスタンダードであり、世界中の無数のソフトウェ
アに組み込まれているFFmpegにおいて、自動テストツールが500万回スキャンしても検出で
きなかった16年越しの欠陥（境界外書き込み）を発見した 53。 

●​ エクスプロイト成功率の飛躍的向上: 複雑なタスクであるFirefoxのJavaScriptエンジンのシェ
ルエクスプロイトにおいて、前世代の最高モデルであるClaude Opus 4.6が14.4%の成功率で
あったのに対し、Mythos Previewは72.4%という圧倒的な成功率を記録した（CyberGymベン
チマーク全体でも83%を達成） 53。 

このAIモデルがサイバー犯罪者や敵対的アルゴリズムの手に渡れば、世界のデジタル経済に壊滅
的な打撃（Fallout）をもたらすことは明白であった。そのため、Anthropicはこのモデルを一般公開せ
ず、Amazon Web Services (AWS)、Apple、Broadcom、Cisco、CrowdStrike、Google、JPMorgan 
Chase、Microsoft、NVIDIA、Palo Alto Networksなど、世界のサイバーインフラを支える企業群と緊
急提携を結び、「Project Glasswing」という防御専用のコンソーシアムを立ち上げるに至った 55。同

社は、防御側に時間的猶予を与えるため、1億ドルのモデル利用クレジットと400万ドルのオープン
ソースセキュリティ組織への寄付を拠出している 57。 

6.2 「70日 対 5時間」：防衛パラダイムの終焉 
対象記事が指摘する「パッチ適用速度の非対称性」は、現代のサイバー防衛が構造的に敗北してい

ることを示す最も絶望的な指標である。 

●​ 防御側の速度（70日）： CrowdStrikeの2026年グローバル脅威レポートやIBMの「Cost of a 
Data Breach Report」等のデータによれば、企業が脆弱性を検知し、インシデントを封じ込め、
パッチを適用してシステムを復旧させるまでの期間（パッチウィンドウ）の中央値は、依然として



「約70日」を要している（特定の調査では検知に207日、封じ込めに70日の計277日を要する
ケースも報告されている） 60。 

●​ 攻撃側の速度（5時間）： 一方で、Patchstackのデータによれば、WordPressの重大な脆弱性
が公開されてから、ボットネットによる大規模な自動化攻撃（マスエクスプロイト）が開始される

までの時間の中央値は、もはや「わずか5時間」にまで短縮されている 13。 
●​ AIによる攻撃の加速： さらに、攻撃者がAIを利用したサイバー攻撃は前年比で89%増加して
おり、初期侵入からラテラルムーブメント（横展開）までの時間は30日から1日未満へと極端に
圧縮されている 60。 

この「70日と5時間」という圧倒的な時間的非対称性に、Mythosクラスの自律的なゼロデイ発見能力
が加わる。 MythosクラスのAIモデルは、数千万行に及ぶオープンソースコード（WordPressのコアシ
ステムと、61,000〜70,000個に及ぶ公式プラグインのコードベース）を並列処理で超高速スキャン
する。人間のセキュリティ研究者であれば年単位の労力を要する未知のゼロデイ脆弱性の発見と、

それを突破するためのエクスプロイトチェーンの構築を、AIはわずか数時間、あるいは「一晩」で完了
させる 56。現在、Mythosが発見した脆弱性の99%は未パッチのままである 56。 

金融機関や大手エンタープライズには、24時間体制で監視を行うSOC（Security Operations 
Center）が存在し、システムは多層防御された閉域網に置かれている。しかし、WordPressを利用し
てウェブサイトやEコマースを運営している数億の中小企業や個人事業主には、専任のセキュリティ
担当者は存在しない。彼らのシステムはインターネットに直接露出し、WAFは87.8%の確率で攻撃を
透過させ、プラグインはサンドボックス化されていない。 

MythosクラスのAIが悪意ある国家主体やランサムウェア・カルテルに流出、あるいは同等のオープ
ンソースモデルが公開された日、AIが発見した単一のゼロデイ脆弱性は、瞬時に5億〜6億の
WordPressサイトに対する自律的かつ全自動化された攻撃兵器へと変貌する。「攻撃されてから
パッチを当てる」という従来の事後対応（Reactive）アプローチは、もはや完全に機能しない。 

7. アーキテクチャ的解決策：静的化とAIの「開発環境への隔
離」 
事態の深刻さに対し、対象記事は「そもそもWordPress（動的CMS）は必要なのか」という根源的な
問いを投げかけ、アーキテクチャの大転換を提唱している。このアプローチの技術的妥当性を評価

する。 

7.1 動的コンポーネントの解体とアタックサーフェスの枯渇 
WordPressがPHPとMySQLを必要とする理由は、動的な処理（主にコメント欄とお問い合わせフォー
ム）を処理するためである。しかし、2026年のウェブエコシステムにおいて、ブログのコメント欄を通じ
た議論はX（旧Twitter）、Reddit、Discordなどの外部プラットフォームへと移行しており、自社サイト
のコメント欄に残っているのは大半がSEOスパムボットの書き込みに過ぎない。 

コメント機能と問い合わせフォーム（Google FormsやFormspree等の外部SaaSへ委譲可能）をサイ
トのコア機能から切り離すことができれば、システムにPHPプロセスもMySQLデータベースも必要なく
なる。 



記事が推奨する「静的サイトジェネレーター（Hugo、Astro、Next.js）による構築」や「PythonとNginx
を用いた自己完結型の構成」は、セキュリティの観点から見て最も強固な防御策である。動的なプロ

セスが存在せず、単なる静的ファイル（HTML、CSS、最適化された画像）をNginx等のウェブサー
バーやCDNが配信するだけの構成（Jamstackアーキテクチャ）になれば、攻撃対象領域（アタック
サーフェス）は極限まで縮小、あるいは完全に消滅する。 

SQLデータベースが存在しなければSQLインジェクションは不可能であり、PHPプロセスが存在しなけ
ればリモートコード実行（RCE）の余地もない。そして何より、本番環境で稼働するAIプラグインが存
在しないため、EchoLeakのようなプロンプトインジェクションの「入り口」が物理的に存在しない。
MythosクラスのAIがいかに高度なゼロデイ発見能力を持っていようとも、攻撃可能な動的プロセス
や密結合された複雑なステートマシンが存在しなければ、エクスプロイトは原理的に不可能である。

この「複雑性の排除（Security by Simplicity）」こそが、次世代のAI攻撃に耐えうる唯一のアーキテク
チャ的防壁となる。 

7.2 Claude Codeが証明する「決定論的デプロイ」の原則 
対象記事が提示した「AIは開発ツールとして使い、プロダクトの中には入れない。自律型にしない。
構造と最終的な判断は人間が行う」という原則は、奇しくもAnthropic自身が開発した最新のAIコー
ディングツール「Claude Code」のアーキテクチャによってその正しさが証明されている。 

Claude Codeは、開発者のターミナル（コマンドライン）内で直接動作し、コードベース全体を読み込
み、自律的にコーディング、テスト、デバッグを実行する高度なエージェントシステムである（最新の

Sonnet 4.5を基盤としている） 64。 従来のCopilotやCursorがエディタ内での「オートコンプリート（入
力補完）」を中心としていたのに対し、Claude CodeはGit操作やテストの実行までを自律的に行う 64

。しかし、この高度に自律的なAIは、決して「本番サーバー」でエンドユーザーの入力待ち状態で稼
働しているわけではない。 

Claude Codeは、開発者のローカル環境やCI/CDパイプラインという「隔離された開発環境（
Sandboxed Dev Environment）」でのみ動作する 64。新機能として実装された「チェックポイント」機能

により、AIがコードを変更するたびに状態が保存され、開発者は常にAIの行動をレビューし、必要に
応じて巻き戻すことができる 67。また、GitHubのプルリクエスト（PR）においては、confirmed=true パ
ラメータを通じて、人間が明示的に確認・承認した変更のみが反映される仕組みが組み込まれてい

る 64。 

つまり、AIは人間の監視下でコードを生成し、テストを通過し、人間がレビューを行った「決定論的な
プログラム（静的ファイルやコンパイル済みコード）」のみが、最終的に本番サーバーへデプロイされ

るのである。この「開発と本番の厳密な分離」という構造であれば、外部のインターネットからのプロ

ンプトインジェクションが本番環境のAIエージェントをハイジャックする余地は存在しない。 

対象記事の結論である「AIは道具として使い、システムの主体にはしない」というアプローチは、
Anthropicが自社の最強モデルを社会実装する際に採用した安全設計思想と完全に一致している。 

8. 結論：文明の設計思想としての「Monocultureからの離
脱」 



本報告書の厳格な監査と多角的な脅威インテリジェンス分析の結果、対象記事「Claude Mythos 
—— WordPress＋AIの問題を深堀してみる」で展開されている論理と警告は、部分的な誇張もなく、
現実に進行中の極めて深刻な危機を正確に捉えていると結論付ける。 

1.​ 定量データの完全な裏付け: WordPressがウェブの42.5%を占めるという市場支配力、2025年
に42%増の11,334件に達した脆弱性の爆発、WooCommerceが処理する300億〜350億ドル
のGMVなど、記事内で引用されたすべての定量的指標は、信頼できる最新のデータソースと
完全に一致している。 

2.​ アーキテクチャの根本的欠陥の証明: サンドボックス化されていないレガシーなPHP環境に、
非決定論的な確率モデル（AIプラグイン）を密結合させる行為は、OWASPが警告する「カス
ケード障害（ASI08）」や、PCI DSS v4.0.1が厳格に禁じる「監査不能なアクセス権限の行使（要
件7・8違反）」を引き起こし、ビジネスの継続性を根底から破壊する。 

3.​ Mythosクラスによる「防衛の死」の顕在化: Claude Mythos Previewが実証した、未知のOS
脆弱性を自律的に発見・エクスプロイトする能力は、これまでのサイバーセキュリティの前提を

崩壊させた。防御側がパッチを当てるまでに「70日」を要するのに対し、攻撃側は公開から「5
時間」でマスエクスプロイトを開始する。この非対称な時間軸に超高速のAIが加わることで、イ
ンターネットに露出した数億のWordPressサイトは、為す術もなく陥落する運命にある。 

最終見解 

ソフトウェア、農業、金融、いかなる分野においても、「便利さ」を過度に追求した結果生み出される

単一栽培（Monoculture）は、特定のショックに対して極度に脆弱なシステムを構築する。WordPress
という巨大なモノカルチャーに、生成AIというコントロール不可能なブラックボックスを密結合させる業
界のトレンドは、収益最大化と利便性のために、システムの安全性と復元力（レジリエンス）を完全に

放棄する行為である。 

対象記事が導き出した「各機能を自己完結型の単位に分割し、疎結合を徹底する」「静的化によりア

タックサーフェスを消滅させる」「AIは開発ツールとして隔離し、自律型エージェントを本番環境に置か
ない」という解は、単なる技術的ベストプラクティスではない。来るべきMythosクラスの自律型攻撃AI
が日常化する時代において、デジタルインフラストラクチャを崩壊から守り、生き残るための「唯一の

論理的なシステム設計思想」であると断言できる。組織と開発者は、この警告を技術論ではなく、ビ

ジネスの存続を賭けた文明論的課題として重く受け止め、直ちにアーキテクチャの移行を開始すべ

きである。 
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